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い
つ
の
頃
か
ら
か
日
本
の
福
祉
の
根
本
に
は
「
必
要
な

と
き
に
い
つ
で
も
医
師
に
診
て
も
ら
え
て
必
要
な
医
療
を

受
け
ら
れ
る
」
と
い
う
信
頼
感
が
根
付
い
て
い
る
。
他
者

依
存
型
福
祉
観
と
も
い
え
よ
う
。

　
し
か
し
、
本
格
的
人
口
減
少
と
働
き
方
改
革
の
進
行
に

よ
り
、
医
師
の
働
き
方
に
依
存
す
る
国
民
の
福
祉
観
も
岐

路
に
立
た
さ
れ
、
自
律
（
立
）
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
医
師
ば
か
り
で
は
な
い
。
霞
が
関
の
中
央
官
庁
も
、
か

つ
て
は
公
法
上
の
特
別
権
力
関
係
に
よ
る
無
制
限
無
定
量

の
奉
仕
が
官
僚
の
矜き

ょ
う
じ持

で
あ
り
、
国
民
の
当
然
の
期
待
で

あ
っ
た
。
単
な
る
労
働
者
で
は
な
い
と
す
る
医
師
の
誇
り

に
も
類
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
患
者
に
対
す
る
医
師
の
応
招
義

務
も
な
く
、
官
僚
の
無
制
限
無
定
量
の
奉
仕
も
な
い
。
福

祉
の
根
本
は
個
人
の
自
律
（
立
）
と
平
等
の
実
感
に
あ
る
。

　
近
代
法
治
社
会
で
は
、
過
労
死
が
発
生
し
た
病
院
に
だ

け
労
働
基
準
法
が
適
用
さ
れ
、
自
分
の
病
院
は
関
係
な
い

と
い
う
自
己
都
合
の
考
え
方
は
通
用
し
な
い
。

　
医
師
と
い
う
貴
重
な
社
会
資
源
で
あ
り
基
本
的
人
権
を

有
す
る
存
在
を
、
日
頃
か
ら
大
切
に
扱
う
責
任
が
あ
る
こ

と
を
特
に
医
業
経
営
者
は
肝
に
銘
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

利
用
者
で
あ
る
国
民
一
人
一
人
も
同
様
で
あ
る
。

　
だ
か
ら
と
い
っ
て
医
業
経
営
者
は
い
た
ず
ら
に
医
師
確

保
競
争
に
走
り
地
域
医
療
を
揺
る
が
し
て
は
な
ら
な
い
。

通
院
・
入
院
医
療
の
体
制
や
急
性
期
・
慢
性
期
の
病
院
機

能
の
見
直
し
、
勤
務
時
間
管
理
の
改
善
、
コ
メ
デ
ィ
カ
ル

へ
の
さ
ら
な
る
タ
ス
ク
シ
フ
ト
、
I
C
T
・
A
I
活
用
の

高
度
化
な
ど
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

　
何
よ
り
厚
生
労
働
省
や
医
療
界
は
、
率
先
し
て
医
師
の

勤
務
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
整
備
や
診

療
報
酬
体
系
の
工
夫
を
急
ぐ
べ
き
で
あ
る
。
消
防
庁
に
よ

る
救
急
車
運
用
体
制
と
無
料
原
則
の
見
直
し
も
検
討
課
題

で
は
な
い
か
。

　
一
方
、
国
民
は
、
医
師
の
健
康
と
働
き
が
い
お
よ
び
必

要
な
地
域
医
療
の
確
保
の
両
立
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
一
定

程
度
我
慢
し
て
で
も
日
頃
の
受
診
や
救
急
車
の
利
用
の
仕

方
を
改
め
、
可
能
な
限
り
か
か
り
つ
け
医
を
活
用
す
る
と

い
う
行
動
変
容
を
実
現
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
厚
労
省
は
、
国
民
合
意
の
形
成
に
向
け
、
医
療
界
、
有

識
者
、
地
方
自
治
体
関
係
者
の
み
な
ら
ず
、
民
間
企
業
の

活
用
を
含
む
各
界
各
層
の
知
恵
を
糾
合
す
る
責
任
が
あ
る
。
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元・駐
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

特
命
全
権
大
使
・
渡
邉
芳
樹

福
祉
の
本
丸・医
師
の
働
き
方
雑
感


